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大豆有機栽培の雑草対策・密植・施肥技術の開発

背 景

成 果

期待される効果

経常研究 

大豆の有機栽培を安定化させることで、有機農業の面積拡大に寄与する。

大豆の有機栽培は慣行栽培に比べて生育が劣り、
低収になりやすいことから安定生産技術が必要である。

１ ２ ３雑草対策

協力機関：空知農業改良普及センター本所・南西部支所、胆振農業改良普及センター、上川農業改良普及センター本所・富良野支所、
石狩農業改良普及センター、十勝農業改良普及センター本所・十勝西部支所・十勝東部支所、後志農業改良普及センター

栽植密度 開花期の追肥効果
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密植により収量増
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320kg/10a

追肥効果あり

播種後2週目から開花期まで培土5回
→雑草を最も抑え、収量増

過去の収量が
320kg/10a以下の畑では
開花期に窒素4kg/10a
追肥で収量増加

雑草対策に効果的な「豆類用カルチ培土板」
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問い合わせ先：中央農業試験場 農業環境部 生産技術グループ 電話：0123-89-2001


